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 要  旨 
 骨格筋を構成する筋線維の活動電位は、神経筋接合部（以下 end-plate）での化学的な作用によ
り発生し、筋線維に沿って伝播する。この活動電位の伝播速度は、筋線維伝導速度（Muscle Fiber 
Conduction Velocity: 以下 MFCV）と呼ばれ、神経筋疾患の診断などの臨床医学分野で用いられて
いる。この導出にあたり、従来は針電極を用い皮下侵襲状態で 1 つの運動単位（Motor Unit）から
発生する筋電位を用いていた。しかし、針電極は被験者の負担が大きい等の理由により、表面筋
電図からの導出方法が検討されている。 
 様々な導出方法が検討されてきたが、多くは全ての波形、または振幅の大きい波形は伝播して
おり、更に表面筋電位から単一の運動単位上の伝播速度である MFCV を導出することができると
いう前提のもと行われている。しかし、表面筋電図から得られる波形は単一の運動単位における
活動電位ではなく、複数の運動単位による干渉電位と考えられるため、表面筋電図から得られる
伝播波形に注目すれば、MFCV とは異なる新たな指標が導き出されると考えた。 
 そこで本研究では速度の名称を伝播波形速度と改め、相関係数、振幅比、更に波長比を導入し
て伝播判定要素とし、それらを条件とした伝播波形を探索し、速度の導出を行った。そして導出
された速度を先行研究と比較した。 
 その結果、先行研究では見られなかった伝播波形個別の特徴、更に多チャンネルに渡ってもそ
れらの特徴を抽出することができたが、先行研究との比較のためサンプリング周波数を高く設定
しているために、一度に取得できるデータ量の関係上、比較に十分な時間のデータを得ることが
できなかった。 
 そのため、サンプリング周波数を下げることによって、データ量を大幅に変えることなく、長
時間のデータを取得できるようにし、再度実験を行い、速度と伝播判定要素を用いて特徴の解析
を行った。そして、被験者それぞれの特徴、被験者間の差異、またその原因を探ることができる
ことが分かった。 
以上から伝播判定を行って伝播波形を特定し、伝播波形速度と伝播判定要素を用いることによ
って、筋収縮特性について考察できることが分かった。 
 
 
